 テーマ・：日本の工業の明日を考える！
 日本の工業はどのような条件で成り立ち、どんな悩みを持っているか？



○考えて欲しい事（テーマの説明）

 　日本の工業は、昔から原料の多くを外国に頼り、製品を輸出する形をとってきまし

 た。なぜなら、日本は工業資源（地下資源）に乏しい国だからです。

 　そして、日本の工業技術力の高さによって、日本は急速に発展し、１９７０年代に

 は世界第２の工業国となり、輸出額でも世界第２位にまで発展しました。

 　しかし、その中で工業地帯での公害などの環境破壊が進み、人々の生活だけではな

 く、農業・林業・漁業にも深刻な問題をつきつけ、さらに自然環境までにも、深刻な

 影響を与えました。

 　そして１９７４年に石油産油国が原油の値段をあげたことをきっかけにして日本の

 工業の発展の速度は落ち、さらにアジアの諸国で工業が発展してきたことを背景に、

 様々な問題点を抱えつつあります。

 　そこで日本の９つの地域を調べる事で、日本の工業の明日を考えていきたい。




 ・北九州工業地帯（北九州市や福岡市など）福岡県



 ・瀬戸内工業地域（瀬戸内海沿岸の諸都市）中国・四国地方



 ・阪神工業地帯（大阪市・神戸市など）大阪府・兵庫県



 ・中京工業地帯（名古屋市・四日市市・豊田市など）愛知・岐阜・三重県




 ・東海工業地域（浜松市、富士市など）静岡県




 ・京浜工業地帯（東京・川崎市・横浜市など）

 ・九州のＩＣ工業（シリコンアイランド）

 ・北海道の工業（苫小牧市・室蘭市・札幌市など）

 ・北陸工業地域（富山市・新潟市など）富山県・新潟県など









○調べる事とポイント
　　・自分はどの地域の工業を調べたいかを決める。

　　・調べるポイント

 ・その地域ではどのような工業が盛んなのか？




 ・その工業を行うのにどのような有利な条件があったのか？




 ・その工業を続けていくのに妨げになる問題点とその解決方法。




○分担の方法
　　・それぞれがどの工業地域を調べるかを決め、班をつくる。

　　・班の中でポイントのどれを調べるかを分担する。

○発表の方法
　　・班のまとめプリント
裏表印刷で１枚　　　　　　・ＴＶの実況中継形式など




　　・その他ＯＨＰや写真など（実物を持って来てもよい）　発表の方法は工夫して下さ○今後の予定　　　　　　　　　　　　　　　　い

 テーマの説明


 　２　時間



 分担を決めるための討論


 　１　時間



 図書館などで調べ、まとめる時間


 　５　時間



 発表と討論


 　２　時間



 まとめの授業


 　１　時間



